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私たちは医療の担い手としての責務を自覚し研鑽を重ね、「人と人とのふれあい」を大切にし、地域の住民の
みなさまに一層の信頼を得られる医療を提供し地域社会に貢献します。
 1．患者のみなさまの立場を尊重し、納得と同意に基づく医療を実行します。
 2．医療技術と知識の習得に努め、良質で安全な医療を提供出来るよう努めます。
 3．地域のみなさまの診療、健康保持・増進に努めます。

理 念 と 基 本 方 針

〈 基 本 方 針 〉

〈 理　　 念 〉
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　財団法人 倉敷リバーサイド病院は、公益法人制度の改革に伴い、平成25年4月1
日付けで、「公益財団法人」に移行、法人名を「公益財団法人 大原記念倉敷中央医
療機構」に変更しました。
　新法人の目的は、創設者の理念を受け継ぎ、地域住民の皆さまの健康を守るた
め、最新・最高の医学による最良の医療を志向し、患者本位の医療、全人医療、高
度先進医療を行い、地域社会に貢献することです。

　これを機に創設者の理想とした病院づくりに再度、想いを致し職員一同一層尽力いたします。

　４月１日、大原理事長に「公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構の認定を受けて」と題
して、ご講演をいただきました。
　1923年の創立以来、当法人は、地域の医療機関のご指導・ご
支援をいただきながら90年にわたり、創設者大原孫三郎の「より
良い医療を地域の方々に」との理念を実践すべく、取り組んでき
ました。大原理事長は、その歴史を振り返りながら、新法人名に
ついて、今後の医療環境変化のなかで職員にとって揺るぎない心
の拠りどころとなる創設者 大原孫三郎の理念への回帰を意味す
る「大原記念」、長年地域の皆さまに独特の安心感をもって親し
まれてきた「倉中」「倉敷中央」という病院名、さらに、保健・
医療・福祉にかかわる多様な事業形態の組み合わせであることに
由来し「医療機構」が取り入れられたことを説明されました。
　公益法人になることで何がどう変わるのか、変わらないのか？として「法人」のあり方が
変わり、法人事務の仕組みや寄付の取り扱いが変わりますが、当院や倉敷中央病院などの、
現場の使命と活動は不動不変であると語られました。
　「公益財団法人という非営利組織である」ということの意味と意義として、「公益」と
は、広い意味で社会を良くし、社会の値打ちを高めること、「非営利組織」とは、出資者の
ためでなく、「使命のために働き続ける」組織であること。
　「原点・創設者の志」と「広がり・これからのあり方」について、病院事業のほか、大原
美術館、社会問題研究所、労働科学研究所、農業研究所など創設者の大原孫三郎が行った事
業は、いずれも「社会を良くしたい」「社会の価値を高めたい」という公益に主眼をおいた
もので、連綿と受け継がれてきた創設者の志と活動の成果を次の世代につないでいくため
に、私たちに何ができるかを考えよう、と締めくくられました。

お知らせ

大原理事長、想いを語られる

糖尿病教室のご案内
　下記の通り、糖尿病教室（食事療法について）開催いたします。
お気軽にご参加ください。

お問い合わせ先：栄養治療室 448－1111 内（6316）まで

日　時：毎月第3木曜日　
時　間：14時から15時まで
場　所：5階病棟食堂（6月以降は改装工事のため、未定）

大原理事長
(倉敷中央病院 大原記念ホールにて)

開催日時 テーマ

平成25年５月16日 「食品交換表を使って
　　　　　～さあ、献立を立ててみよう～」

６月20日 「調理のポイント　1・2・3」
７月18日 「外食時の注意 ＆ 野菜を摂る工夫」
８月15日 「間食 ＆ 飲み物について」
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　３階病棟に配属になりました毛利です！
　倉敷リバーサイド病院での勤務が始まって約３週間が経過しました。まだまだ分から
ないことだらけで、先輩方には毎日迷惑を掛けっぱなしです。
　１日も早く仕事を覚えられるように、研修や自己学習を積極的に行って、少しでも患
者さんの役に立てるように頑張って行きたいと思います！
　まだまだ発展途上ですがよろしくお願いします！

３階病棟　毛利　眞祐子

　４月から看護師として働かせていただくことになりました。
　私は幼いころから、看護師として働く母と３人の姉達の姿を見てきました。
　いつからかその姿に憧れを抱き看護師を目指すようになりました。ずっと夢だった看
護師になれたこと、母や姉と同じ看護師として働けることをとても嬉しく感じるととも
に、看護師の業務１つ１つの責任の重さを改めて感じています。今後も向上心を忘れ
ず、患者さんにより良い看護が提供できるよう成長していきたいと思います。

４階病棟　渡辺　由紀

　4月より5階病棟に配属になりました三宅徳子です。
　入社し1ヶ月が過ぎようとしていますが覚えることが多く毎日大変です。
　まだまだ半人前の看護師ですが1日1日を大切に、早く1人前の看護師になれるよう頑
張っていきたいと思います。
　また、明るく元気に笑顔で毎日頑張っていこうと思います。よろしくお願いします。

5階病棟　三宅　徳子

新人職員の紹介

５階病棟 妹尾 裕子　 ３階病棟 向川 紀子　 ３階病棟 田辺 理紗　 ３階病棟 毛利 眞祐子

４階病棟 渡辺 由紀　　　　５階病棟 三宅 徳子　　　　４階病棟 山川 美絵
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　当院で働き始めて１ヶ月が経ちました。まだまだ覚えなけ
ればならないことや課題は多いのですが、先生をはじめ先輩
方に支えていただき、日々頑張っています。診療の中で多く
のことを学び、経験し、成長できるように努力していきま
す。これから知識と技術を身につけ、先輩方のような素敵な
歯科衛生士になりたいと思っています。至らない点もあると
思いますが、ご指導のほど宜しくお願いします。

歯科　松井　友美

　はじめまして、臨床検査室配属の竹田恵美子です。
　倉敷での生活はまだ知らないことも多くありますが、その
分楽しみも多く毎日楽しく過ごしています。趣味はバレー
ボールで、週末や平日の夜には思い切り体を動かしていま
す。また臨床検査技師として働く毎日はとても充実してお
り、とても楽しいです。早く一人前になれるよう頑張ります
ので、よろしくお願いします。

臨床検査室　竹田　恵美子

　はじめまして。4月から放射線検査室でお世話になってい
ます、織田都華紗です。川崎医療短期大学を卒業して、今年
から社会人１年生です。初めての仕事で今は不安ばかりです
が、優しい先輩方の指導を受けながら早く一人前の放射線技
師になれるように努力していきたいです。病院内で見かけた
際には気軽に声をかけてください。よろしくお願いします。

放射線検査室　織田　都華紗

　今まで育ってきた連島にある当院で働けること
を嬉しく思っています。精一杯頑張って成長して
いこうと思いますので、よろしくお願いします。

理学療法士　齋藤　聖平

　1日でも早く病院に慣れ、日々向上心を持っ
て、患者さんと接していきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いします。

理学療法士　安部　真沙美

　この度、診療サービス室で働かせていただくこと
になりました、真壁尚巳です。
　診療サービスの柱である、患者さんへのサービス
と正しい請求ができるよう頑張っていきたいと思い
ます。
　どうぞよろしくお願い致します。

診療サービス室　真壁　尚巳
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■ 骨塩定量測定（簡単にかかとで測定）
■ 体脂肪測定・血圧・体重測定
■ 薬剤師による薬の相談
■ 歯科衛生士による相談
■ 管理栄養士による栄養相談
■ 転倒防止体操、相談

※全て無料

　昨年十月、病院の職員食堂のパンフレット置場でふと目についたのが
「抜萃のつづり」という小冊子でした。何げなくパラパラとめくって、
読み進めるとドキドキ、眼うるうるの話の連続でした。
　例えばある老人が病院に入院した際、「お久し振りです」という看護師の挨拶に昔の彼女
の事を思い出したのです。実は、彼女が高校生の折にこの老人が道で足を挫いて因っていた
時、たまたま通り合わせた彼女が自宅へ送ってくれ、適切な足の手当てをしてくれた。人に
親切にして感謝されることの素晴らしさを感じてから看護師を目指して今日があるのですと
いう話など次々と記されている。
　これらの話の作者は作家、宗教家、教育者など著名な人ばかりです。この様な心温まる話
を熊平源蔵という広島市にある金庫製造業の社長さんが一年間自分で読み集めた作品を毎年
四十五万冊、無料で全国の学校、病院、官公庁、更には百五十か国の日本大使館など、全国
八万三千か所の団体、個人に自分の仕事に対する感謝、報思の思いから送り続け、現在は息
子さんに受け継がれて、やはり全世界に配布されていた小冊子でし
た。
　先日、礼状を差し上げたところ、全国五十三か所の支店に備えて
あり、希望者にはすべて無料で送っておりますという話です。私が
たまたま手にしたのは其の七十巻で了度私の年でした。これは何
かの縁かと思い、何人かの方々に紹介したところ大好評でした。世
の中に篤志家といわれる人は沢山居られますが、こんな地道で、し
かも大変な努力と資金を要する事業を親子二代に亘って継続する事
は、他人には知りえない努力で本当に頭が下がる思いで一杯です。
皆様是非一度機会がありましたら、「抜萃」を手に取って御一読下
さい。きっと心の肥となることでしょう。　　内科　土居　偉瑳雄

イベント

Dr.コラム

『病院の日・看護の日』

心と魂の「お宝発見」

日　時 ： H25年５月８日（水）
　　　　  9：30 〜 12：30
場　所 ： １階玄関ホール

イベント内容



患者のみなさまの権利について
当院では、患者のみなさまとの相互理解により
医療が行われるよう、患者のみなさまの権利を
尊重します。
１. 医療を平等に受ける権利があります。
２. 説明と十分な理解による同意をもとに、

適切な医療を選ぶ権利があります。
３. 当院で行われたご自身の診療に関する情

報の提供を受ける権利があります。
４. 医療の過程で得られた個人情報は厳守され、

患者のみなさまの承諾なしには開示いた
しません。

患者のみなさまへのお願い
私たちが良質で安全かつ効率的な医療を提供する
ために次のことをお願いします。
　１. ご自身の健康に関する正しい情報の提供
　２. ご自身の医療への積極的な参加
　３. ご自身の治療に必要な診療上のルールの遵守
　４. 他の患者のみなさまの診療に支障をきたさ  
　　 ないためのご協力
患者のみなさまが、私たちと力を合せ、治療に専
念され、少しでも早く回復されますよう心よりお
祈り申し上げます。

平成 20 年 10 月改定　


